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　　　　　　　「雲仙温泉感謝祭」
雲仙温泉八幡地獄において、「温泉」「水」「自然の恵」
に対する感謝と敬愛の念から、毎年開催されています。
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本庁事務所の位置の変更
　　　　　条例改正を可決
本庁事務所の位置の変更
　　　　　条例改正を可決

庁舎整備検討経緯
• 合併協定書の協定内容：事務所の位置は愛野公民館の位置

• 市長：庁舎整備の方向性の判断（平成23年第1回定例会施政方針）

• 庁舎建設市民懇話会による方向性の検討（平成19年～平成21年）
• 庁内ワーキンググループによる行政面からの検討（平成22年）

• 事務所の位置変更に関する条例改正議案提出（平成23年第４回定例会）

• 住民説明会（方向性判断の経緯）（平成23年10月）
• 地域審議会合同会議報告書を受理（平成23年11月）

• 委員会：事務所の位置に関する特別委員会（全議員）で審査し可決
• 本会議：出席議員の3分の２以上の同意（特別多数議決議案）により可決

　平成２３年第４回定例会において、本庁事務所の位置を「雲仙市愛野町乙５２６番地１」（現在の愛
野町公民館）から「雲仙市吾妻町牛口名７１４番地」（現在の吾妻庁舎）に改める条例改正議案が提
出され、出席議員３分の２以上の同意により可決されました。(平成23年12月26日公布・施行）
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　これまで多くの議員の一般質問で庁舎整備の
考え方は、市長から詳しく答弁されている。市長
は就任以来、合併協定を尊重され庁舎建設市
民懇話会、庁内ワーキンググループにより、多方
面から検討を重ねられている。１０月には住民説
明会で方向性決断の経緯を報告され、地域審議
会からも合同会議報告書を受けられている。今
回まさに熟慮に熟慮を重ねられた議案であり、本
議案に賛成する。　　　　（大久保正美議員）

　現在、住民の頼みの綱である総合支所の今後
の取り扱いが、明確にされていない点と、事務所
の位置は公平、公正な市政運営を可能にする場
所でなければならないのに、市長がそのことを考
慮していない点、もう一点は、市長就任以来、
合併協定を尊重すると発言されてきてのこの条例
改正は、雲仙市政への市民の信頼を失墜させる
ものであり、断固反対すべきである。
　　　　　　　　　　　　（酒井恭二議員）

　反対の理由は、２点である。
　どの地域審議会でも支所の機能の充実を求め
られているのに、市長の言われる職員が６人しか
いない体制では、相談機能が図れない。次に事
務所・会議室等で１３００㎡不足するので、５億
円かけて吾妻に増築すると言われたが、千々石
庁舎の３階には１０００㎡、１階にも１０００㎡あるの
で、吾妻と千々石の２庁舎方式とするなら、全く
増築する必要がない。　　　（町田康則議員）

　雲仙市が誕生して７年目、この機に事務所の
位置を正式に決めることに賛成である。
　合併協定での決定事項を一言一句変えてはい
けないとはどの法律にもない、状況は変化するわ
けで、その時点での市長や議会が判断するのは
当然だ、具体的な建設計画や予算は含まれてい
ない。増築も不要とする意見も多く、双方向での
議論が必要である。　　　　（上田　篤議員）

　平成 23 年第１回定例会で市長の方針発表以
来、１０ヵ月が過ぎた。この間、方針に反対する
住民運動、住民投票やリコール等の動きは見ら
れなかった。このことは市民の大多数の方々が市
長の方針を理解し、支持していることの表れである
と思う。私達は議員として市民の方々の気持ち、
思いを酌んで、堂 と々自信を持って一歩前に進む
必要があると考え賛成する。（小田孝明議員）

　正に、新庁舎増築のための本庁事務所の位
置の変更である。愛野町には造らないが、吾妻
には造るというのは筋が通らない。地域審議会の
答申においても必要最小限の整備が要求されて
おり、多くの市民の意見も新庁舎はいらないと思
っている。市民のためにならない増築は断念すべ
きで、狭隘（きょうあい）な状況は支所の有効活
用で解決できる。　　　　　（福田大東議員）

　新市の庁舎建設は、新市の首長・議会に判断を
委ねられており、市長は就任以来、合併協定を十
分尊重の上、合併後の財政状況の精査や庁舎建
設市民懇話会での方向性の検討、さらに行政面
からの熟慮を重ね、新市の財政状況と市民サービ
スの維持を重視されて、庁舎整備の方向性を決
断されている。事務所の位置を愛野町公民館の
位置から吾妻庁舎を本庁事務所の位置への条
例改正に賛成である。　　　　（浦川康二議員）

　合併協定は本庁総合支所方式である。総合支
所こそ住民サービスの向上を図るため、将来に向
け充実すべきである。国、県の後押しをうけて、合
併特例債のある間に愛野町に新庁舎の建設及び
各総合支所の整備を図るべきである。５億円かけ
て１３００㎡の増築をすること自体無理があり、基準
どおりに収容できない職員が計画の半数近くでる
ことから、結果的に無駄になる議案に反対する。
　　　　　　　　　　　　（柴田安宣議員）

討　　論
■雲仙市の事務所の位置を定める条例の一部を改正する条例について

賛　成　　　　　　反　対
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平成23年 第４回雲仙市議会定例会平成23年 第４回雲仙市議会定例会平成23年 第４回雲仙市議会定例会
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第
４
回
雲
仙
市
議
会
定
例
会

は
、11
月
30
日
〜
12
月
21
日
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
と
し
て
は「
雲
仙
市
の

事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」が

あ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、全

議
員
に
よ
る「
事
務
所
の
位
置
に
関

す
る
特
別
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
て

検
討
が
行
わ
れ
、一
般
質
問
で
も
４

人
の
議
員
が
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

他
の
議
案
と
し
て
は「
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」や
各
種
の

補
正
予
算
案
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
11
人
が
行
い
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
の
概
要

（第３回補正予算）

（第４回補正予算）

　テレビ放送がアナログから地上デジタルへと切換えら
れたため、これまでの設備では受信できなくなった地区
が出てきました。今回は小浜町の大木場地区テレビ共同
受信施設組合への補助が決まりました。

財源　テレビ受信者支援センター助成金　1,031万円
　　　一般財源　　　　　　　　　　　　 344万円

☆デジタル放送共同受信
　対策事業（新規）　1,376万円

☆愛野地区統合簡易
　水道補助事業

●補正前予算額　　　18,083万円

●今回補正額　　　　11,245万円

●補正後予算額　　　29,329万円

　人口の増加や水量不足、水質悪化など

に対処するため水道施設の統合整備を

行います。

●配水管布設工事　　L=2,420m

☆土黒小学校管理費
　　　　　　　　　1,000万円
　土黒小学校の卒業生である伊東公子さん
（長崎市在住）から、同小の教育振興を目的に
1,000万円の寄附がありました。
●体育館用ピアノ、児童用図書、図書室用カウ
ンター、書架、楽器などの購入。

小浜町大木場地区

土黒小学校

（１万円以下切り捨てのため合計額と付合していません）
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指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

●
雲
仙
市
瑞
穂
ヘ
ル
シ
ー
会
館
他
６
施
設

　
　
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定

●
雲
仙
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
お
ば
ま

　

小
浜
ま
ち
づ
く
り
㈱
に
指
定

●
雲
仙
市
小
浜
歴
史
資
料
館

　

小
浜
温
泉
観
光
協
会
に
指
定

　
今
ま
で
、
公
共
的
団
体
な
ど
に
限
って
認
め
ら
れ
て
い
た
公
の

施
設
の
管
理
・
運
営
を
、
民
間
法
人
な
ど
に
も
広
く
管
理
を
任

せ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
し
た
も
の
で
す
。

　
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
対

応
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
の
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、

利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は

リフレッシュセンターおばま

賛　否　表

雲仙市の事務所の位置を
定める条例の一部を改正
する条例について

雲仙市税条例等の一部を

改正する条例について

教育委員会委員の任命に

ついて

雲仙市一般職の職員の給
与に関する条例等の一部
を改正する条例について

結
　
　
果

表

決

数

松
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文
　
昭
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元
　
村
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井
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大
　
東

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1211 13 14 15 161718 19 20 2122232425 26

可決

可決

可決 投票

可決

19：7

22：2

24：1

16：9

議席番号

○ ○○○○○○ ○○ ○○● ●

●

● ●●●●○ ○○ ○○ ○○○

○○○ ○○○○ ○○ ○○●

●

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○○ ○○ ○○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　　●は反対　　は棄権　　

※事務所の位置の変更については、地方自治法により出席議員の3分の2以上の同意が必要と
　されており、議長にも表決権があります。

•

雲
仙
市
吾
妻
老
人
憩
の
家

•

雲
仙
市
立
木
場
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

•

雲
仙
市
千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘

•

雲
仙
市
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

•

雲
仙
市
立
木
場
保
育
所

•

雲
仙
市
立
下
峰
児
童
館
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平成２３年第４回雲仙市議会定例会　議決結果

議案 第  61  号

議案 第  62  号

議案 第  63  号

議案 第  64  号

議案 第  65  号

議案 第  66  号

議案 第  67  号

議案 第  68  号

議案 第  69  号

議案 第  70  号

議案 第  71  号

議案 第  72  号

議案 第  73  号

議案 第  74  号

議案 第  75  号

議案 第  76  号

議案 第  77  号

議案 第  78  号

議案 第  79  号

議案 第  80  号

議案 第  81  号

請願 第   4  号

請願 第   5  号

請願 第   8  号

請願 第   7  号

発議 第   6  号

発議 第   7  号

発議 第   8  号

発議 第   9  号

発議 第  10 号

発議 第  11 号

請願 第   6  号

雲仙市の事務所の位置を定める条例の一部を改正する条例について

雲仙市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

雲仙市税条例等の一部を改正する条例について

雲仙市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

雲仙市立小・中学校設置条例の一部を改正する条例について

平成２３年度雲仙市一般会計補正予算（第３号）案について

平成２３年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案について

平成２３年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）案について

平成２３年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第２号）案について

平成２３年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号）案について

平成２３年度雲仙市水道事業会計補正予算（第２号）案について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

教育委員会の任命について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

雲仙市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

平成２３年度雲仙市一般会計補正予算（第４号）案について

平成２３年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）案について
未来を担う子どもたちの教育を守る義務教育費国庫負担制度の１／２復元と制度堅持
を求める意見書の採択要請についての請願

未来を担う子どもたちの教育を守る義務教育費国庫負担制度の１／２復元と制度堅持
を求める意見書について

教育予算を拡充し、３０人以下学級の実現を求める意見書の採択要請についての請願

教育予算を拡充し、３０人以下学級の実現を求める意見書について

３５０万人のウイルス性肝炎患者の救済に関する意見書採択の請願

３５０万人のウイルス性肝炎患者の救済に関する意見書について

TPP（環太平洋連携協定）交渉参加への反対を求める請願

本庁舎整備に関する議案についての請願書

TPP（環太平洋連携協定）交渉参加への反対を求める意見書について

事務所の位置に関する特別委員会の設置について

議会活性化特別委員会の設置について

原案可決

議決結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

継続審査

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採択

採択

採択

採択

議案番号 事　　　　　　　　件　　　　　　　　名
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意見書を国へ送付
 

 

 

請願の採択を受け、次の意見書を関係省庁へ送付しました。（意見書の内容については抜
枠を掲載しています）

　平成１８年度において、義務教育費の国庫負担率は1/2から1/3に下げられ、また、地方分権改
革推進委員会は平成２１年１１月９日、「第４次観告」を発表し、地方分権改革推進計画の早期策
定を政府に求めた。勧告では国庫補助負担金の一括交付金化にかかわって「社会保障や義務
教育関係を除く」としているが、政府は地域主権戦略会議を立ち上げ、都道府県から基礎自治体
（市町村）への権限委譲について検討しており、地域主権戦略会議では「国の義務づけ・枠づ
け」についても検討される予定である。義務教育費の負担率1/2に復元することを含め、義務教育
費国庫負担制度を堅持されるよう強く要望する。

　TPPに参加することにより、長崎県の試算では本県農業算出額は４９７億円減少し、政府が「食
料・農業・農村基本計画」で掲げる食料自給率は、５０％目標に対して、１４％までに低下することが
見込まれている。本県農業算出額の４０％強を占める島原半島の農業が大きな打撃を受けること
は必至であり、農業ばかりでなく食に関わる地域産業や雇用も失われ、地方経済が崩壊すること
が危惧される。将来にわたり、国民の食料と暮らし、命を守り、美しい農村の景観を維持しながら地
域経済・社会の発展を図るため、国におかれては、TPPに参加することがないよう要望する。

１、肝炎対策基本法をもとに、患者救済に必要な法整備、予算化をすすめ、全患者の救済策を実
　行すること。
２、「救済特措法」による救済の枠組みを広げ、カルテ以外の記録、医師らの証明、患者・遺族の記
　憶・証言などをもとに特定血液製剤使用可能性のある薬害C型肝炎患者を救済すること。特措
　法の期限延長をはかること。
３、集団予防接種が原因とされるB型肝炎患者の救済策を講じること。

１、教職員がこどもとしっかりと向き合い、きめの細かい教育が実現するために教員定数改善計画
　を実施し、３０人以下学級を実現すること。
２、学校施設整備費、教材費、図書費、旅費、学校・通学路の安全対策など教育予算の充実のた
　め、地方交付税を含む国の予算を拡充すること。

未来を担う子どもたちの教育をまもる義務教育費国庫負担制度の
1/2復元と制度堅持を求める意見書

教育予算を拡充し、30人以下学級の実現を求める意見書

350万人のウイルス性肝炎患者の救済に関する意見書

TPP（環太平洋連携協定）交渉参加への反対を求める意見書
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税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

質
疑　
今
回
の
条
例
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

答
弁　

過
料
の
改
正
、個
人

住
民
税
の
控
除
対
象
寄
付
金

の
拡
大
、肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
農
業
所
得
の
特
例
の
見
直

し
、東
日
本
大
震
災
に
係
る

雑
損
控
除
等
の
特
例
、サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

の
新
築
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置
の
改
正
で
あ

る
。

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）案

質
疑　

平
成
２３
年
度
よ
り

軽
自
動
車
税
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
収
納
し
て
い
る

が
効
果
は
あ
って
い
る
の
か
。

答
弁　
口
座
振
替
を
し
な
い

人
、仕
事
の
た
め
金
融
機
関
へ

行
け
な
い
人
が
多
い
中
、コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
２４
時
間

営
業
の
た
め
、現
在
３
千
件

以
上
の
実
績
も
あ
り
、若
年

層
を
中
心
に
効
果
が
あ
っ
て

い
る
。

質
疑　

市
内
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
難
視
聴
地
区

の
整
備
状
況
は
。

答
弁　

昨
年
度
瑞
穂
町
河

内
地
区
を
実
施
し
、今
回
小

浜
町
大
木
場
地
区
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。残
り
４

地
区
の
う
ち
３
地
区
は
個
人

宅
へ
高
性
能
ア
ン
テ
ナ
の
設
置

を
予
定
し
、１
地
区
の
対
応

は
ま
だ
検
討
中
で
あ
る
。

質
疑　
そ
の
４
地
区
を
解
消

す
れ
ば
、市
内
の
難
視
聴
地

区
は
な
く
な
る
の
か
。

答
弁　
総
務
省
が
確
認
し
て

い
る
地
区
に
つ
い
て
は
網
羅
さ

れ
る
。

質
疑　
同
じ
難
視
聴
地
域
で

あ
り
な
が
ら
、補
助
が
あ
る

と
こ
ろ
と
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

が
不
公
平
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　

今
回
の
よ
う
に
共
同

受
信
組
合
を
設
置
し
初
期

投
資
に
多
額
の
費
用
を
要
す

る
場
合
は
、国
な
ど
か
ら
の
助

成
事
業
が
あ
る
が
、経
常
的

な
場
合
は
助
成
事
業
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

質
疑　

地
域
総
合
整
備
資

金
貸
付
事
業
債
の
減
額
理
由

は
何
か
。

答
弁　

当
初
平
成
２３
年
度

完
了
予
定
で
あ
っ
た
が
、平
成

２４
年
度
ま
で
工
期
が
延
長
さ

れ
た
。進
捗
状
況
に
よ
り
貸

付
を
行
う
こ
と
か
ら
、来
年

度
に
か
か
る
分
は
来
年
度
予

算
に
改
め
て
計
上
す
る
。そ

の
分
の
減
額
と
な
っ
た
。基
本

的
に
本
事
業
債
総
額
の
変
更

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

質
疑　
市
長
が
賠
償
金
と
し

て
支
払
う
場
合
、寄
付
行
為

に
当
た
り
公
職
選
挙
法
に
違

反
す
る
と
い
う
見
解
は
ど
こ

の
見
解
な
の
か
。

答
弁　
こ
の
見
解
に
関
し
て

は
顧
問
弁
護
士
と
相
談
し
て

い
る
。求
償
等
調
査
委
員
会

の
判
断
に
よ
り
職
員
と
同
様

に
重
過
失
が
あ
っ
た
場
合
、支

払
い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
が
、今
回
市
長・副
市
長
に

は
重
過
失
は
認
め
ら
れ
ず
支

払
い
を
求
め
る
こ
と
が
出
来

な
い
た
め
、賠
償
金
と
し
て
支

払
う
こ
と
は
難
し
い
と
い
う

こ
と
な
ど
か
ら
現
金
で
の
支

払
い
は
か
な
り
難
し
い
と
判

断
し
た
。

質
疑　
公
職
選
挙
法
の
問
題

は
、副
市
長
に
は
関
係
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、市
長
と
同
じ

く
退
職
金
か
ら
減
額
す
る
の

は
な
ぜ
か
。

答
弁　
副
市
長
は
現
金
に
よ

る
対
応
で
も
構
わ
な
い
が
、

別
々
と
い
う
の
は
難
し
い
と
思

い
、３
名
と
も
同
じ
支
払
い
方

法
と
し
た
。

質
疑　

関
係
職
員
は
ど
の
よ

う
に
し
て
支
払
う
の
か
。

答
弁　

求
償
権
の
行
使
に
よ

る
支
払
命
令
を
文
書
に
て
送

付
し
た
。担
当
部
長
は
本
人

か
ら
の
申
し
出
を
受
理
す
る

か
た
ち
で
請
求
書
を
渡
す
。

本
庁
舎
整
備
に
関
す
る
議

案
に
つ
い
て
の
請
願
書

採
決
の
結
果
、継
続
審
査
と

な
っ
た
。

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
３
件
、継
続
審
査

１
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

原案可決

原案可決

原案可決

継続審査

平成23年度一般会計補正予算（第3号）案

本庁舎整備に関する議案についての請願書

特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

税条例等の一部を改正する条例

審議結果付　　託　　案　　件

総
　
　
務

小浜町大木場地区の現地調査
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災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

質
疑　
追
加
さ
れ
る
条
項
に

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者

と
あ
る
が
、確
認
方
法
は
。

答
弁　
民
生
委
員
な
ど
の
第

三
者
の
証
明
に
よ
り
確
認
し

判
断
す
る
。

雲
仙
市
立
小・中
学
校
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例質
疑　

南
串
第
一
小
学
校
諏

訪
の
池
分
校
廃
校
後
の
校
舎

の
有
効
活
用
策
に
つ
い
て
、教

育
委
員
会
の
方
針
や
、地
域

住
民
か
ら
の
要
望
は
な
い
の

か
。

答
弁　

現
在
、教
育
委
員
会

の
具
体
的
な
方
針
、地
域
住

民
か
ら
の
要
望
は
無
く
、案

と
し
て
は
、諏
訪
の
池
文
化

祭
、音
楽
関
係
の
練
習
場
所
、

地
産
地
消
の
活
動
拠
点
な
ど

考
え
ら
れ
る
が
、今
後
３
年

を
目
途
に
、有
効
活
用
策
を

検
討
す
る
。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）案

質
疑　

地
域
生
活
支
援
事

業
に
つ
い
て
、視
覚
障
害
者
用

音
声
拡
大
読
書
機
４
台
分
の

予
算
で
あ
る
が
、ど
こ
に
設
置

す
る
の
か
。

答
弁　
日
常
生
活
用
具
と
し

て
視
覚
障
害
者
個
人
へ
対
し

て
給
付
す
る
。

質
疑　
障
害
児
保
育
事
業
に

つ
い
て
、補
助
金
の
目
的
や
交

付
先
は
。

答
弁　
重
度
の
障
害
を
有
す

る
児
童
を
持
つ
保
護
者
に
対

し
、育
児
に
対
す
る
不
安
感

を
取
り
除
き
、当
該
児
童
が

集
団
生
活
を
送
れ
る
手
助
け

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、市

内
の
８
保
育
所
に
、主
に
職
員

を
雇
用
す
る
た
め
の
人
件
費

と
し
て
補
助
し
て
い
る
。

質
疑　

土
黒
小
学
校
管
理

費
に
つい
て
、１
０
０
０
万
円
の

寄
付
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
備

品
購
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、入
札
に
よ
る
執
行
残
に
つ

い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　

土
黒
小
学
校
と
協

議
し
図
書
購
入
費
の
財
源
と

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

雲
仙
市
瑞
穂
ヘ
ル
シ
ー
会
館

ほ
か
６
施
設
の
指
定
管
理
者

と
し
て
、社
会
福
祉
法
人
雲

仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
を

指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、議

会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
も

の
。

指
定
管
理
者
の
指
定

小
浜
歴
史
資
料
館
の

指
定
管
理
者
と
し

て
、小
浜
温
泉
観
光

協
会
を
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、議
会
の

議
決
を
求
め
ら
れ
た

も
の
。

質
疑　
歴
史
資
料
館

は
教
育
施
設
で
あ
る

が
、入
場
者
を
増
や

す
た
め
の
方
策
と
し

て
、観
光
と
の
連
携
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

答
弁　
指
定
管
理
者
の
事
業

計
画
に
小
浜
歴
史
資
料
館
を

中
心
と
し
た
、小
浜
町
内
の

散
策
マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成
計

画
も
あ
り
、今
後
は
観
光
面

と
連
携
を
と
り
、入
場
者
の

増
加
を
図
る
た
め
、更
な
る

依
頼
を
し
て
い
き
た
い
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
守
る
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
１
／
２
復

元
と
制
度
堅
持
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
要
請
に
つ
い

て
の
請
願

全
国
的
な
教
育
水
準
を
確

保
し
、安
定
し
た
地
方
財
政

を
構
築
す
る
た
め
に
、義
務

教
育
費
国
庫
負
担
率
を
２
分

の
１
に
復
元
す
る
こ
と
を
含

め
、義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め

ら
れ
た
も
の
。

教
育
予
算
を
拡
充

し
、30
人
以
下
学
級

の
実
現
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
要

請
に
つ
い
て
の
請

願き
め
の
細
か
い
教
育

が
実
現
す
る
た
め
、

教
員
定
数
改
善
計

画
を
実
施
し
、30
人

以
下
学
級
の
実
現

と
、学
校
施
設
整
備

費
、教
材
費
、図
書
費
な
ど
教

育
予
算
の
充
実
の
た
め
、地

方
交
付
税
を
含
む
国
の
予
算

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

３
５
０
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
患
者
の
救
済
に
関
す
る

意
見
書
採
択
の
請
願

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
を
救

済
す
る
た
め
、肝
炎
対
策
基

本
法
を
も
と
に
、患
者
救
済

に
必
要
な
法
整
備
、予
算
化

を
す
す
め
、全
患
者
の
救
済

策
の
実
行
や
、「
救
済
特
措

法
」の
救
済
の
枠
組
み
拡
大

や
、特
措
法
の
期
限
の
延
長

な
ど
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
６
件
、採
択
３
件

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
厚
生
　

原案可決

原案可決

原案可決

採　　択

平成23年度一般会計補正予算（第3号）案ほか1件

付　　託　　案　　件

指定管理者の指定ほか１件
未来を担う子どもたちの教育を守る義務教育費国庫負担制度の1/2
復元と制度堅持を求める意見書の採択要請についての請願ほか２件

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例ほか１件

審議結果

諏訪の池分校

小浜歴史資料館
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

質
疑　

地
域
総
合
整
備
資

金
貸
付
金
の
減
額
理
由
は
。

※

地
域
総
合
整
備
資
金
貸

付
事
業
と
は
、財
団
法
人
地

域
総
合
整
備
財
団
を
経
由

し
て
、民
間
事
業
者（
医
療
法

人
伴
帥
会
愛
野
記
念
病
院
）

へ
無
利
子
で
資
金
貸
付
を
行

う
制
度

答
弁　

当
初
の
計
画
で
は
事

業
期
間
は
平
成
22
年
度
、23

年
度
の
２
年
で
、貸
付
金
額

は
５
億
１
６
０
０
万
円
で
あ
っ

た
が
、今
年
の
３
月
に
工
事
の

契
約
が
な
さ
れ
た
際
、事
業

期
間
が
平
成
24
年
度
ま
で
の

３
年
間
に
延
び
た
こ
と
と
、貸

付
金
額
が
１
０
０
万
円
減
額

さ
れ
、５
億
１
５
０
０
万
円
の

申
請
と
な
っ
た
。従
って
、今
年

度
の
貸
付
金
額
に
つ
い
て
は
、

事
業
期
間
が
延
び
た
こ
と
に

伴
う
年
度
割
額
の
変
更
に
よ

る
減
額
で
あ
る
。

質
疑　
安
易
に
事
業
期
間
や

貸
付
金
額
の
変
更
を
行
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

制
度
上
、年
度
ご
と

に
審
査
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。今
回
変
更
と
な
っ
た

理
由
は
、当
初
の
計
画
が
他

の
病
院
建
て
替
え
の
事
例
を

参
考
に
事
業
費
及
び
事
業
期

間
の
設
定
を
さ
れ
て
い
た
が
、

工
事
の
契
約
時
点
で
変
更
が

生
じ
た
。

質
疑　
市
が
銀
行
か
ら
借
り

入
れ
た
際
の
利
率
及
び
国
か

ら
の
交
付
税
は
。

答
弁　

既
に
貸
付
を
行
っ
た

平
成
22
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

利
率
は
１
．２
４
％
、利
息
は
７

７
６
万
６
７
０
１
円
で
あ
る
。

全
体
の
貸
付
金
額
５
億
１
５

０
０
万
円
に
対
す
る
利
息
を

３
８
６
０
万
円
と
見
込
ん
で

お
り
、交
付
税
措
置
は
75
％

で
あ
る
。

質
疑　
繰
越
明
許
費
の
雲
仙

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
取
付
農
道

整
備
事
業
に
つ
い
て
、事
業
の

計
画
変
更
は
ど
う
な
って
い
る

の
か
。

答
弁　

警
察
と
の
協
議
の
結

果
、道
路
の
取
付
勾
配
及
び

交
差
点
の
特
殊
事
情
に
よ

り
、施
工
延
長
が
１
３
０ｍ
か

ら
１
８
０ｍ
に
延
び
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

リ
フ
レッ
シュセ
ン
タ
ー
お
ば

ま
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

小
浜
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

を
指
定
す
る
も
の
。

質
疑　
指
定
管
理
者
の
経
営

努
力
が
見
え
に
く
い
が
、会

員
を
増
や
す
た
め
に
ど
の
よ

う
な
努
力
を
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

答
弁　

健
康
の

ま
ち
づ
く
り
を

目
標
と
し
て
、温

泉
と
健
康
と
い
う

強
み
を
生
か
し

た
営
業
活
動
、健

康
志
向
の
強
い
高

齢
者
を
は
じ
め
、

心
地
よ
い
居
場
所

を
提
供
で
き
る

空
間
づ
く
り
、子

供
向
け
の
水
泳
教
室
の
実
施

な
ど
に
よ
り
、４
年
間
で
毎
年

３
％
の
会
員
数
の
増
を
計
画

さ
れ
て
い
る
。担
当
課
と
し
て

は
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提

供
や
周
知
が
重
要
と
捉
え
て

い
る
。

質
疑　
そ
の
計
画
は
予
算
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

会
員
数
の
増
に
よ
り

収
入
を
増
や
し
て
い
く
と
い

う
計
画
で
、平
成
24
年
度
が

１
６
１
８
万
円
、平
成
25
年

度
が
１
６
５
８
万
円
、平
成
26

年
度
が
１
６
１
８
万
円
、平
成

27
年
度
が
１
５
９
０
万
円
、そ

の
合
計
６
５
５
２
万
円
を
債

務
負
担
行
為
の
限
度
額
と
し

て
予
算
計
上
し
て
お
り
、指

定
管
理
料
が
毎
年
減
っ
て
い

く
よ
う
設
定
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）交
渉
参
加
へ
の
反
対
を

求
め
る
請
願

　

こ
の
請
願
の
趣
旨
は
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
林
水
産
業
を
含
む
地
域

経
済
・
社
会
の
崩
壊
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
へ
対
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
を
求
め
ら
れ

た
も
の
。

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
８
件
、採
択
１
件

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

原案可決

採　　択

原案可決平成23年度一般会計補正予算（第3号）案ほか６件

TPP(環太平洋連携協定）交渉参加への反対を求める請願

指定管理者の指定について

審議結果付　　託　　案　　件

産
業
建
設

イノシシ対策関連の現地調査

愛野地区統合簡易水道事業の現地調査
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本
庁
舎
の
位
置
を
、合
併

協
定
で
定
め
た
愛
野
町
か

ら
、現
在
仮
庁
舎
と
し
て
使

用
し
て
い
る
吾
妻
庁
舎
へ
変

更
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

雲
仙
市
の
事
務
所
の
位
置
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

質
疑　
合
併
協
定
で
は
本
庁

に
は
、２
５
０
名
と
な
って
い
た

が
、２
９
０
名
体
制
と
し
た
場

合
、総
合
支
所
は
人
員
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
、決
裁
や
相

談
業
務
、緊
急
時
の
対
応
な

ど
、地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

事
が
で
き
な
く
な
り
、総
合

支
所
と
し
て
の
機
能
が
果
た

せ
な
く
な
る
。本
庁
、総
合
支

所
方
式
を
、ど
う
考
え
る
の

か
。

答
弁　

当
初
２
５
０
名
と
い

う
数
字
に
つ
い
て
は
合
併
協

議
会
の
中
で
庁
舎
建
設
の
算

定
の
場
合
に
設
定
し
て
い
る

が
、合
併
後
、組
織
の
見
直
し

に
よ
る
職
員
配
置
な
ど
が
あ

り
、平
成
22
年
４
月
１
日
の

組
織
機
構
な
ど
を
も
と
に
し

た
想
定
人
数
が
２
９
０
名
で

あ
る
。総
合
支
所
に
関
し
て

は
、住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

形
態
を
と
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。今
後
電
算
シ
ス
テ
ム
や
、

緊
急
体
制
な
ど
も
整
備
し
て

い
く
が
、住
民
への
サ
ー
ビ
ス
が

劣
化
し
な
い
よ
う
な
形
を

と
って
い
き
た
い
。

質
疑　
市
民
懇
話
会
な
ど
の

協
議
内
容
に
つ
い
て
、愛
野
に

建
設
す
れ
ば
経
費
が
高
く
な

る
と
６
年
間
一貫
し
て
説
明
が

行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、市
長

の
意
向
に
沿
う
よ
う
な
審
議

会
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。

答
弁　
よ
り
現
実
的
な
想
定

と
な
る
よ
う
、人
口
規
模
が

同
程
度
の
自
治
体
の
建
設
事

例
を
参
考
に
し
て
建
設
規

模・単
価
を
設
定
し
て
い
る
。

地
域
審
議
会
も
含
め
、委
員

全
員
が
共
通
認
識
の
も
と
で

協
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
設

定
し
た
。

質
疑　
事
務
所
の
位
置
を
愛

野
と
す
る
事
は
、７
ヵ
町
の
町

長
が
承
諾
し
、７
ヵ
町
の
議
会

が
承
認
し
て
雲
仙
市
が
誕
生

し
た
が
、今
回
の
条
例
改
正

は
、合
併
協
定
並
び
に
、合
併

協
議
会
の
主
張
を
反
故
に
す

る
事
に
な
る
の
で
は
。

質
疑　

合
併
協
定
を
成
し

遂
げ
る
ま
で
の
関
係
者
の

方
々
の
御
努
力
は
十
分
理
解

し
て
い
る
。一生
懸
命
、地
元
の

方
へ々
理
解
を
訴
え
、協
力
を

仰
ぎ
な
が
ら
や
って
こ
ら
れ
た

結
果
で
協
定
書
が
出
来
た
こ

と
は
非
常
に
重
た
い
と
思
って

い
る
。こ
れ
ま
で
の
関
係
者
の

方
々
の
ご
尽
力
に
対
し
て
は
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

質
疑　
千
々
石
庁
舎
地
下
施

設
部
分
を
活
用
す
る
な
ど
の

創
意
工
夫
を
す
る
考
え
は
。

答
弁　
千
々
石
庁
舎
の
地
下

に
つ
い
て
は
、公
用
車
の
駐
車

場
や
機
械
室
な
ど
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。今
後
、行
財
政
改

革
で
事
務
処
理
の
全
般
的
な

簡
素
化
を
図
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

意
見　
既
存
庁
舎
の
有
効
活

用
及
び
財
政
負
担
を
抑
え

た
、本
庁
機
能
の
集
約
、吾
妻

庁
舎
並
び
に
千
々
石
庁
舎
を

最
大
限
有
効
活
用
す
る
と
と

も
に
、不
足
す
る
面
積
に
つ
い

て
は
、最
小
減
の
経
費
に
よ
る

施
設
整
備
を
行
う
事
に
よ
り

ふ
る
さ
と
会
館
な
ど
に
収
容

さ
れ
て
い
る
部
局
な
ど
も
集

約
を
図
る
。ま
た
、機
能
集
約

に
よ
り
、遊
休
施
設
と
な
る

愛
野
庁
舎
別
館
に
つ
い
て
は
、

利
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

反
対
討
論　

市
長
は
財
政

的
に
厳
し
い
と
言
う
が
、合
併

時
に
想
定
内
で
合
併
し
、財

政
的
に
事
業
を
や
って
行
って

い
る
と
判
断
し
て
い
る
。１
３

０
０
㎡
の
建
物
を
５
億
円
で

建
設
す
る
と
い
う
説
明
が

あ
っ
た
が
、こ
れ
は
間
違
い
な

く
入
り
き
れ
な
い
庁
舎
を
建

設
す
る
こ
と
に
な
り
、こ
の
問

題
を
ク
リ
ア
し
て
か
ら
慎
重

審
議
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論　

本
議
案
は
新

市
の
首
長
、議
会
に
判
断
を

委
ね
る
と
い
う
前
提
で
合
併

協
議
会
に
お
い
て
、提
案
、確

認
さ
れ
て
お
り
、市
長
は
就

任
以
来
合
併
協
定
書
を
尊

重
し
、そ
の
後
、庁
舎
建
設
市

民
懇
話
会
を
設
置
し
、さ
ら

に
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
行
政
面
か
ら
検
討
を
重

ね
、本
年
２
月
に
庁
舎
整
備

の
方
向
性
に
つ
い
て
方
針
を

示
さ
れ
た
。３
月
、６
月
、９

月
の
議
会
で
も
多
く
の
一
般

質
問
で
庁
舎
整
備
の
考
え
方

に
つ
い
て
、詳
し
く
答
弁
さ
れ

て
い
る
。10
月
に
は
、旧
町
で

住
民
説
明
会
を
開
催
さ
れ
る

と
と
も
に
、地
域
審
議
会
か

ら
合
同
会
議
報
告
書
を
受
け

取
ら
れ
、最
終
判
断
と
し
て
、

庁
舎
の
整
備
の
方
向
性
を
堅

持
す
る
と
し
て
、事
務
所
の

位
置
に
関
す
る
条
例
改
正
の

議
案
を
提
出
さ
れ
、ま
さ
に

熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
ら
れ
判

断
し
た
議
案
で
あ
る
。ま
た
、

建
設
に
当
た
っ
て
は
、厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
、合
併
特

例
債
、庁
舎
整
備
基
金
を
活

用
し
て
計
画
を
さ
れ
て
お
り
、

今
後
財
政
的
に
も
地
方
交
付

税
が
か
な
り
減
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、今
回
こ
れ
を
承
認

す
べ
き
で
あ
る
。

特別委員会報告
　
全
議
員
で
構
成
す
る
事

務
所
の
位
置
に
関
す
る
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
と
決
定
し
ま
し

た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。原案可決

付　　託　　案　　件

雲仙市の事務所の位置を定める条例の一部を改正する条例

審議結果

事
務
所
の
位
置
に
関
す
る

　
　
特
別
委
員
会
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奥村市政のここが聞きたい

平
野
議
員　

胃
が
ん
予
防
対
策
に
不
可
欠
な

ピ
ロ
リ
菌
検
査
導
入
に
つい
て
。国
会
で
質
疑
が

あ
っ
た
胃
が
ん
を
発
症
さ
せ
る
ピ
ロ
リ
菌
を
除

去
す
る
こ
と
に
よ
り
、胃
が
ん
で
亡
く
な
る
５

万
人
以
上
の
方
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、が
ん

に
よ
る
医
療
費
抑
制
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
ピ

ロ
リ
菌
検
査
を
導
入
し
た
ら
ど
う
か
。

菅
市
民
生
活
部
長　
医
師
会
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、検
討
し
て
い
く
。

平
野
議
員　

入
院
治
療
は
、以
前
よ
り
限
度

額
以
上
の
窓
口
支
払
い
は
不
要
で
あ
っ
た
が
、通

院
治
療
は
な
く
窓
口
に
て
高
額
な
治
療
費
を

用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。通
院
治
療

も
窓
口
支
払
い
は
限
度
額
以
上
は
払
わ
な
く
て

も
良
い
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

菅
部
長　

同
一
医
療
費
負
担
で
の
同
一
月
の
窓

口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
場
合
、

窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

ど
め
る
取
り
扱
い
を
、平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
導
入
す
る
。

平
野
議
員　

公
用
車
に
広
告
を
掲
載
す
る
。

小
中
学
校
で
配
ら
れ
る
給
食
献
立
表
に
広
告

を
掲
載
す
る
。市
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
封
筒
に

広
告
を
掲
載
す
る
方
法
等
で
広
告
料
を
も
ら

い
、市
民
の
為
に
財
源
を
使
う
事
は
で
き
な
い

か
。

畑
中
総
務
部
長　

広
告
の
種
類
や
方
法
等
を

前
向
き
に
研
究
し
て
い
く
。

塩
田
教
育
長　

給
食
献
立
表
へ
の
広
告
掲
載

は
、研
究
を
し
て
い
く
。

平
野
議
員　

事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例

の
改
正
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、各
支
所
機
能

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。充
実
は
考
え
て
い

る
の
か
。

奥
村
市
長　

今
後
、ひ
と
つ
の
交
流
広
場
、拠

点
と
し
て
、住
民

サ
ー
ビ
ス
が
迅
速

に
で
き
る
体
制
、

少
な
い
人
数
で
も

き
ち
ん
と
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
低

下
さ
せ
な
い
よ
う

な
努
力
、研
究
を

し
て
い
く
。

　

　　　　　　　　平野　利和　　　Ｐ１２　　　　町田　康則　　　Ｐ１３
　　　　　　　　町田　　誠　　　Ｐ１３　　　　上田　　篤　　　Ｐ１４
　　　　　　　　林田　哲幸　　　Ｐ１４　　　　酒井　恭二　　　Ｐ１５
　　　　　　　　前川　　治　　　Ｐ１５　　　　柴田　安宣　　　Ｐ１６
　　　　　　　　小田　孝明　　　Ｐ１６　　　　浦川　康二　　　Ｐ１7
　　　　　　　　福田　大東　　　Ｐ１７　　　　

11名の議員が市政に対し、質問を行いました。一般質問

ひらの　　　としかず　　
国見町　

平野　利和議員

が
ん
対
策
は

総
合
支
所
機
能
充
実
は

自
主
財
源
確
保
は



町
田
議
員　
平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
額
は
５
億
５
６
３
７
万
円
で
、こ
の
１

年
間
で
２
２
６
３
万
円
増
え
て
い
る
。医
療
費

抑
制
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、①
特
定
検
診
の

実
施
率
の
向
上
、②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
促
進
な
ど
あ
る
が
、市
民
自
ら
に
よ
る
健
康

管
理
を
助
け
る
事
業
も
必
要
だ
。そ
こ
で
調
査

し
た
ら
、熊
本
市
が
や
って
い
る
医
商
連
携
事
業

は
ユニ
ー
ク
で
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。こ
れ
は
、市

民
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
、生
活
面
、運
動

面
、食
事・栄
養
面
の
３
つ
の
健
康
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
る
。次
に
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
運

動
を
す
れ
ば
、そ
の
分
、ど
ん
ど
ん
と
ポ
イ
ン
ト

が
た
ま
り
、そ
の
た
ま
っ
た
マ
イ
レ
ー
ジ
に
応
じ

て
、市
内
商
店
加
盟
店
で
利
用
可
能
な
お
買
い

物
券
に
交
換
す
る
と
い
う
も
の
。市
民
は
病
気

が
あ
る
人
も
な
い
人
も
運
動
に
励
み
、地
元
商

店
は
そ
れ
に
よ
っ
て
潤
う
。市
は
、市
民
が
健
康

に
な
る
こ
と
に
よ
って
、医
療
費
抑
制
の
起
爆
剤

に
な
る
、一石
三
鳥
の
効
果
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。

市
長
の
考
え
は
。

奥
村
市
長　
こ
れ
は
取
り
入
れ
て
、研
究
す
る

必
要
が
あ
る
か
と
思
う
。

町
田
議
員　

市
民
自
ら
が
自
分
の
健
康
管
理

に
も
積
極
的
に
関
わ
り
、そ
れ
を
維
持
す
る
こ

と
が
得
に
な
る
と
い
う
制
度
だ
。ぜ
ひ
取
り
入

れ
て
も
ら
い
た
い
。

町
田
議
員　
平
成
23
年
度
３
千
万
円
予
算
化

さ
れ
、住
宅
や
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の一
部

(
20
％
以
内
で
20
万
円
限
度)

を
助
成
す
る
こ
と

で
住
宅
投
資
の
波
及
効
果
に
よ
り
地
域
経
済

の
活
性
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、市
民
の
生
活

環
境
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ

た
。最
終
申
請
件
数
、総
事
業
費
は
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
申
請
件
数
は
１

６
３
件
で
、総
事
業
費
は
２
億
８
１
０
０
万
円
。

町
田
議
員　

投
資
よ
り
９
倍
の
額
に
な
っ
て
い

る
。雲
仙
市
内
の
商
工
業
者
は
景
気
の
落
ち
込

み
で
大
変
困
って
い
る
。商
工
会
の
業
種
別
連
絡

協
議
会
の
会
長
と
し
て
、総
会
で
も
こ
の
事
を

話
し
た
ら
、施
工
業
者
の
方
か
ら
大
変
助
か
っ

て
い
る
、積
極
的
に
市
民
や
商
店
へ
売
り
込
ん
で

い
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
は
、全
国
で
３
３
０
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。来
年
度
も
ぜ
ひ
実
施
し
、増
額
も
考
え
て

い
く
べ
き
だ
。そ
れ
が
雲
仙
市
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
思
う
。

奥
村
市
長　
施
工
業
者
と
補
助
対
象
者
向
け

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
って
お
り
、波
及
効
果
を
調

査
し
、県
へ
来
年
度
も
協
力
を
要
望
し
た
い.

。

町
田
議
員　
一
点
目
と
し
て
、有
事
発
生
時
住

民
の
避
難
場
所
と
し
て
整
備
、二
点
目
と
し
て

高
齢
者
か
ら
若
者
幼
児
ま
で
多
く
の
人
が
利

用
し
体
力
づ
く
り
の
場
所
と
し
て
の
充
実
に
つ

い
て
市
長
に
尋
ね
る
。上
山
公
園
一
角
に
、天
台

宗
橘
寺
千
々
石
分
院
と
し
て
千
々
石
郷
土
誌
に

も
のっ
て
る
よ
う
に
、昭
和
27
年
９
月
８
日
に
建

立
、現
在
に
至
っ
て
は
信
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

今
は
、無
人
の
寺
に
な
っ
て
い
る
。天
台
宗
橘
寺

執
事
古
賀
野
氏
の
考
え
で
は
、今
後
寺
を
廃
寺

に
す
る
土
地
あ
わ
せ
て
建
物
が
、雲
仙
市
に

と
っ
て
文
化
財
と
し
て
の
価
値
そ
の
他
活
用
方

法
が
あ
れ
ば
、無
償
で
提
供
し
た
い
話
し
で
あ
っ

た
。当
時
こ
の
寺
を
千
々
石
の
拠
点
と
し
て
聖

徳
太
子
の
銅
像
を
建
立
し
て
、街
お
こ
し
を
と
、

商
工
会
行
政
ほ
か
有
志
の
方
々
が
立
ち
上
が
っ

た
こ
と
も
あ
る
。県
の
文
化
財
担
当
も
見
に
き

て
い
る
が
、文
化
財
と
し
て
の
価
値
は
厳
し
い
も

の
で
あ
る
。あ
と
は
、解
体
費
用
の
費
用
対
効

果
で
あ
る
が
、今
は
高
齢
者
の
人
も
健
康
管
理

に
、ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
る
。こ
れ
に
あ
わ
せ
広

場
の
拡
充
の
願
い
も
出
て
い
る
。今
あ
る
公
園
の

野
外
ス
テ
ー
ジ
は
、無
用
で
市
に
な
って
か
ら一度

も
使
わ
れ
て
い
な
い
。ス
テ
ー
ジ
を
解
体
し
て
、ス

ポ
ー
ツ
広
場
を
拡
充
し
た
り
、ま
た
交
通
弱
者

住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。こ
の
上
山
公
園
は
地
質
学
的・学

術
的・火
山
学
的
観
点
か
ら
見
て
も
、千
々
石
の

貴
重
な
遺
産
で
、ま
さ
に
ジ
オ
パ
ー
ク
公
園
で
は

な
い
か
と
思
う
。

奥
村
市
長　

橘
寺
に
つ
い
て
は
、指
摘
が
あ
り

再
確
認
に
行
っ
た
。確
か
に
風
光
明
媚
で
、千
々

石
町
を
一
望
に
見
渡
せ
る
景
色
の
よ
い
所
だ
っ

た
。た
だ
今
の
と
こ
ろ
、こ
の
場
所
は
、解
体
及

び
今
後
の
利
用
も
含
め
て
市
と
し
て
は
考
え
て

い
な
い
。

町
田
副
市
長　
千
々
石
町
の
町
民
と
し
て
は
、

こ
こ
は
何
ら
か
の
形
で
活
用
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
、個
人
的
に
は
持
っ
て
い
る
。市
が
で
き

な
い
と
な
れ
ば
、何
ら
か
旧
町
の
千
々
石
町
民
の

中
で
、話
し
が
で
き
れ
ば
と
思
って
い
る
。

13 雲仙市議会だより●第28号（平成24年２月）

市
民
の
健
康
と

商
工
業
の
活
性
化
対
策

住
宅
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
緊
急
支
援
事
業
は

町田　康則議員
まちだ　　　やすのり　　

小浜町　

まちだ　　　　 まこと　　
千々石町　

町田　　誠議員

千
々
石
上
山
公
園
の
拡
充
は
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奥村市政のここが聞きたい

上
田
議
員　

庁
舎
問
題
説
明
会
で
の
市
民
の

声
を
、市
長
は
ど
う
受
け
止
め
た
か
。

奥
村
市
長　
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
で
、

吾
妻
庁
舎
と
千
々
石
庁
舎
を
有
効
活
用
し
、最

小
限
の
経
費
に
よ
る
施
設
整
備
を
行
い
、市
民

サ
ー
ビ
ス
に
財
源
を
振
り
向
け
る
と
い
う
考
え

か
ら
、今
回
の
事
務
所
の
位
置
の
変
更
を
提
案

し
た
。説
明
会
で
の
意
見
を
総
合
的
に
判
断
し

た
。

上
田
議
員　
「
総
合
支
所
が
し
っ
か
り
し
て
い

れ
ば
、市
民
に
不
便
は
な
い
」と
い
う
声
が
多
い

が
、総
合
支
所
の
充
実
と
い
う
方
向
に
国
か
ら

の
圧
力
は
な
い
の
か
。

奥
村
市
長　

圧
力
は
な
い
。し
か
し
、今
後
職

員
数
は
減
っ
て
い
く
の
で
、市
民
サ
ー
ビ
ス
を
落

と
さ
な
い
よ
う
な
工
夫
が
必
要
だ
。

上
田
議
員　
３
５
０
人
体
制(

合
併
後
10
年
目

の
職
員
数)

の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

奥
村
市
長　
緊
縮
財
政
下
で
は
難
し
い
。

上
田
議
員　
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
法

定
外
の
繰
り
入
れ
を
し
て
も
、国
か
ら
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ(

罰)

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

菅
市
民
生
活
部
長　
な
い
と
思
う
。

上
田
議
員　

か
つ
て
は
国
保
加
入
者
の
６２
％

あ
っ
た
農
林
、漁
業
、商
工
業
者
が
今
で
は

１７
％
、無
職
者
の
割
合
が
６
％
か
ら
３１
％
と
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。不
安
定
雇
用
が
多
い
中

で
、失
業
し
た
ら
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

る
。誰
で
も
国
保
加
入
者
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。国
保
は
医
療
保
険
の
最
後
の
砦
で
あ
り
、こ

れ
を
整
備
す
る
の
は
当
然
だ
。

奥
村
市
長　

財
政
力
が
弱
い
地
方
自
治
体
が

金
を
出
す
前
に
、制
度
の
改
革
も
含
め
て
、本

来
な
ら
国
が
面
倒
を
み
る
べ
き
だ
。

上
田
議
員　
制
度
が
変
わ
る
ま
で
待
て
な
い
。

国
保
は
相
互
扶
助
の
制
度
で
は
な
く
、社
会
保

障
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

林
田
議
員
　
雲
仙
市
も
発
足
し
て
早
六
年
が

過
ぎ
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、市
長
は一定
の
方
向

性
を
示
し
た
が
、庁
舎
以
外
の
公
共
施
設
の
整

理
は
ど
う
か
。

奥
村
市
長
　
本
年
三
月
に
策
定
し
た
第
二
次

雲
仙
市
行
政
改
革
大
綱
に
お
い
て
、施
設
の
重

要
性
、重
複
性
、設
置
目
的
、耐
用
年
数
を
考

慮
し
な
が
ら
、市
が
担
う
べ
き
業
務
で
あ
る
か

ど
う
か
の
判
断
を
引
き
続
き
行
い
、民
間
活
用

が
可
能
か
つ
効
果
的
と
判
断
さ
れ
た
施
設
に
つ

い
て
は
、指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
民
営
化

等
に
つい
て
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

林
田
議
員
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
あ
た

り
、施
設
ご
と
に
判
断
し
て
い
る
と
の
事
だ
が
、

運
営
し
や
す
い
施
設
と
し
に
く
い
施
設
、所
管

の
違
う
施
設
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
が
複
合
的
に
提
供
で
き
る
と
思
う

が
、市
で
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
田
副
市
長
　
市
の
職
員
が
減
っ
て
い
く
中

で
、市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ず
に
守
っ
て
い

く
と
い
う
観
点
、ま
た
総
合
支
所
を
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
や
、地
域
活
性
化
の
為
に
と
い
う
観

点
、旧
町
ご
と
の
施
設
に
つい
て
ど
う
ま
と
め
て

い
く
か
と
い
う
観
点
か
ら
も
、総
合
的
な
見
方

で
所
管
を
移
し
て
判
断
す
る
こ
と
も
考
え
な

け
れ
ば
、将
来
的
に
民
間
に
移
譲
す
る
と
か
、

指
定
管
理
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と

思
う
。庁
内
で
総
合
的
な
判
断
を
す
る
も
の
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

林
田
議
員
　
国
で
は
年
金
受
給
年
齢
の
引
き

上
げ
や
、消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。住
民
の
負
担
は
増
し
て
い
く
ば
か
り

だ
。せ
め
て
、市
内
の
公
有
財
産
に
対
す
る
負

担
が
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
、公
共
施
設
の

あ
り
方
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

奥
村
市
長
　
行
政
改
革
大
綱
を
発
表
し
た
と

き
に
、指
定
管
理
者
制
度
あ
る
い
は
民
間
移

譲
、仕
分
け
は
し
た
つ
も
り
だ
が
完
全
で
は
な

い
。こ
れ
か
ら
先
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。例
え
ば
、支
所
を
交
流
施
設
と
い

う
こ
と
で
、人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、住
民
の

方
々
が
目
的
を
持
って
集
ま
れ
る
よ
う
な
場
所

と
し
て
、ま
た
複
合
的
な
施
設
と
し
て
の
有
効

活
用
、あ
る
い
は
住
民
が
夢
を
持
っ
て
運
営
活

用
で
き
る
も
の
を
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

うえだ　　　　あつし　　

はやしだ　　 てつゆき　　

瑞穂町　

小浜町　

上田　　篤議員

林田　哲幸議員

総
合
支
所
の
充
実
こ
そ

　
　
　
　
求
め
ら
れ
て
い
る

公
共
施
設
の
あ
り
方
は

国
保
は
医
療
保
険
の

　
　
　
最
後
の
砦（
と
り
で
）

　
　
そ
の
他
の
質
問

• 

住
宅・店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

• 

㈱
楽
楽
湯
問
題



酒
井
議
員　

住
民
説
明
会
開
催
の
理
由
と
目

的
、そ
し
て
各
地
で
の
質
疑
、意
見
を
聞
か
れ
た

感
想
は
。

奥
村
市
長　

庁
舎
整
備
の
方
向
性
を
示
す
に

至
っ
た
経
緯
の
市
民
へ
の
説
明
と
市
民
の
意
見

の
拝
聴
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、地
域
の
市

民
と
直
接
、庁
舎
問
題
に
関
し
、意
見
交
換
が

出
来
た
こ
と
は
、意
義
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。

酒
井
議
員　

吾
妻
に
庁
舎
の
位
置
を
変
更
す

る
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
の
発
言
に
相
反
し
な
い

か
。

奥
村
市
長　

時
間
を
か
け
、い
ろ
ん
な
こ
と
を

加
味
し
下
し
た
今
回
の
結
論
は
、決
し
て
矛
盾

し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

酒
井
議
員　
今
後
、総
合
支
所
は
ど
の
様
に
さ

れ
る
の
か
。

奥
村
市
長　
ま
ず
本
所
を
決
め
て
頂
き
、そ
の

後
、支
所
を
皆
様
と
話
し
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
って
い
る
。

酒
井
議
員　
庁
舎
建
設
に
予
算
を
使
う
と
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
減
る
、だ
か
ら
一
番
安
い
方
法
で

増
築
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、ど
れ
だ
け

の
建
設
費
な
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
な
い

の
か
。

奥
村
市
長　

ど
れ
だ
け
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、吾
妻
庁
舎
の
増
築
を
で
き
る
だ
け
低
コ
ス

ト
で
抑
え
て
、本
庁
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

酒
井
議
員　

庁
舎
を
建
設
す
る
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
と
説
明
会
で
主
張
し
て
い
る

が
、庁
舎
は
公
平
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
で

あ
り
、自
治
法
第
４
条
に
沿
う
地
に
庁
舎
を
置

く
こ
と
が
、全
市
民
に
対
す
る
公
平
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

奥
村
市
長　
意
見
も
尊
重
す
る
が
、総
合
的
に

勘
案
し
提
案
し
て
お
り
、私
は
誤
って
い
る
と
は

思
って
い
な
い
。

酒
井
議
員　

説
明
会
の
際
、吾
妻
に
１
３
０
０

㎡
増
築
、千
々
石
庁
舎
整
備
等
を
含
め
５
億
円

で
整
備
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、き
ち
っ
と

し
た
部
、人
員
の
配
置
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

奥
村
市
長　

概
ね
５
億
円
程
度
だ
と
い
う
提

案
で
あ
り
、そ
れ
よ
り
も
抑
え
ら
れ
れ
ば
、抑

え
て
い
き
た
い
。

酒
井
議
員　

愛
野
に
庁
舎
を
建
設
し
な
い
理

由
を
、建
設
費
の
増
大
に
よ
る
今
後
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
主
張
し
て
い
る
が
、長
い
目

で
見
れ
ば
、住
民
す
べ
て
に
公
平
で
便
利
な
愛

野
と
い
う
地
に
庁
舎
を
置
く
こ
と
こ
そ
が
、全

市
民
に
と
っ
て
公
平
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
な
る

と
考
え
る
が
。

奥
村
市
長　
百
年
後
と
い
う
よ
り
も
、今
と
に

か
く
ど
う
生
き
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大
事

だ
と
思
って
い
る
。

前
川
議
員　

合
併
特
例
期
間
を
過
ぎ
る
と
、

交
付
税
の
算
定
替
え
が
行
わ
れ
、交
付
税
が
約

40
億
円
減
収
と
な
る
。市
で
は
中
期
財
政
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
が
、特
例
期
間
が
終
了
後
の

算
定
替
え
に
備
え
投
資
的
経
費
の
抑
制
を
強

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。ど
の
程
度

の
抑
制
が
可
能
か
。ま
た
義
務
的
経
費
、主
に

公
債
費
に
つい
て
も
抑
制
で
き
る
か
。

奥
村
市
長　
中
期
財
政
計
画
や
行
政
改
革
大

綱
に
よ
る
予
算
の
縮
減
に
加
え
、選
択
と
集
中

に
よ
る
事
業
の
重
点
化
を
進
め
る
た
め
、前
年

度
予
算
に
要
し
た
一
般
財
源
の
額
を
下
回
る
よ

う
な
予
算
要
求
枠
の
上
限
を
設
定
し
、事
業
の

統
廃
合
や
見
直
し
に
つ
い
て
は
、特
に
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
む
。地
方
債
の
借
り
入
れ
は

当
該
年
度
に
償
還
す
る
元
金
返
済
額
を
上
回

ら
な
い
こ
と
を
原
則
に
、又
借
り
入
れ
た
も
の

に
つい
て
は
、負
担
の
軽
減
と
財
政
の
弾
力
性
を

確
保
す
る
た
め
に
、可
能
な
限
り
繰
上
償
還
を

し
て
い
く
。

前
川
議
員　

市
内
に
空
き
家
の
数
は
ど
れ
位

あ
る
か
、調
査
は
し
た
か
。

菅
市
民
生
活
部
長　

平
成
24
年
４
月
に
自
治

会
に
よ
り
調
査
し
た
い
。

前
川
議
員　

空
き
家
で
子
供
が
遊
ん
で
火
災

を
お
こ
し
た
り
、犯
罪
に
利
用
さ
れ
た
り
す
る

可
能
性
が
あ
る
。国
の
２
分
の
１
補
助
で
空
き

家
再
生
等
推
進
事
業
を
活
用
す
る
考
え
は
な

い
か
。

菅
部
長　
あ
く
ま
で
私
有
財
産
で
あ
る
の
で
、

解
体
、撤
去
は
所
有
者
本
人
が
行
う
べ
き
と
考

え
る
。

前
川
議
員　

馬
鈴
薯
の
主
産
地
で
あ
る
愛
野

か
ら
南
串
山
ま
で
、畑
地
か
ん
が
い
施
設
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。ち
な
み
に
千
々
石
の
川

は
水
量
が
豊
富
で
、あ
の
水
を
展
望
台
に
上
げ

て
畑
地
か
ん
が
い
を
す
る
と
、愛
野
、千
々
石
の

農
家
に
と
っ
て
大
き
な
振
興
と
な
る
。壮
大
な

プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
あ
る
が
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　

千
々
石
川
は
県

管
理
で
あ
る
が
、か
な
り
の
水
量
で
あ
る
。千
々

石
地
区
の
水
利
権
、水
利
関
係
者
、地
元
の
合

意
が
あ
れ
ば
事
業
化
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

15 雲仙市議会だより●第28号（平成23年２月）

庁
舎
建
設
の
考
え
は

さかい　　　きょうじ　　
南串山町　

酒井　恭二

まえかわ　　　 　おさむ　　
愛野町　

前川　　治

議員

議員

合
併
特
例
期
間
終
了
後
の

　
　
　
　
財
政
運
営
は

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
は

空
き
家
対
策
は
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奥村市政のここが聞きたい

柴
田
議
員　
愛
野
に
建
設
し
た
場
合
、職
員
２

９
０
名
収
容
で
一
人
当
た
り
40
㎡
、建
設
単
価

が
33
万
３
千
円
で
約
40
億
円
。一方
、吾
妻
増
築

案
は
一
人
当
た
り
27
㎡
、建
設
単
価
が
23
万
７

千
円
で
、千
々
石
と
吾
妻
の
両
庁
舎
を
活
用
し

て
増
築
す
る
案
で
あ
り
、両
方
利
用
し
て
も
収

容
で
き
な
い
。そ
の
分
を
愛
野
に
建
設
す
る
方

向
で
、吾
妻
案
の
数
字
で
、建
設
す
る
な
ら
ば
、

同
等
の
安
い
価
格
で
建
設
で
き
る
。こ
う
い
う

考
え
方
も
で
き
る
訳
だ
か
ら
吾
妻
増
築
案
だ

け
が
整
備
費
を
含
め
て
１
３
０
０
㎡
で
約
５
億

円
と
い
う
不
公
平
な
数
字
を
出
し
て
比
較
す

る
べ
き
で
は
な
い
。数
字
は
公
平
平
等
な
考
え

方
で
示
す
べ
き
で
あ
る
。財
政
面
で
は
、起
債
が

一
般
会
計
で
約
３
０
０
億
円
で
返
済
が
負
担
と

な
り
、他
の
事
業
を
圧
迫
す
る
と
説
明
さ
れ
て

い
る
が
、３
０
０
億
円
の
内
に
交
付
税
見
返
り

措
置
が
75
％
、２
２
５
億
円
あ
り
、残
り
75
億

円
の
起
債
が
残
る
が
、市
の
基
金
１
７
１
億
円

あ
る
事
を
考
え
れ
ば
、さ
ほ
ど
心
配
す
る
事
は

な
い
。経
常
収
支
比
率
、将
来
負
担
比
率
、積
立

残
高
比
率
を
見
て
も
県
下
で
上
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
。庁
舎
の
整
備
や
総
合
支
所
の
整
備

に
は
合
併
特
例
債
以
外
に
補
助
は
な
く
、基
金

を
積
ん
で
特
例
債
を
活
用
す
る
な
ら
ば
市
民

の
負
担
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、整
備
で
き
る
と
思

う
が
市
長
の
見
解
は
。

奥
村
市
長　

本
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
は
、吾

妻
庁
舎
及
び
千
々
石
庁
舎
を
最
大
限
有
効
活

用
し
、ふ
る
さ
と
会
館
、別
館
等
に
収
容
し
て
い

る
部
局
の
収
容
と
会
議
室
を
確
保
す
る
た
め

不
足
す
る
面
積
等
に
つ
い
て
は
、吾
妻
庁
舎
の

増
築
等
に
よ
り
対
応
し
た
い
。

岸
川
政
策
企
画
課
長　

今
回
示
し
た
数
字

は
、愛
野
と
吾
妻
の
比
較
の
た
め
で
は
な
く
、市

長
の
指
示
に
よ
り
必
要
最
小
限
の
経
費
に
よ
る

庁
舎
整
備
を
考
え
、総
務
省
の
基
準
を
参
考
に

し
て
概
算
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

畑
中
総
務
部
長　
平
成
28
年
以
降
は
交
付
税

が
削
減
さ
れ
る
。そ
の
た
め
少
し
で
も
繰
り
上

げ
償
還
し
た
り
、基
金
を
積
み
立
て
な
が
ら
財

源
を
確
保
す
る
た
め
の
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

る
。

柴
田
議
員　
市
民
に
と
って
は
総
合
支
所
を
整

備
充
実
す
る
事
が
一
番
の
関
心
事
で
あ
る
。市

長
は
ど
う
考
え
る
か
。

奥
村
市
長　
本
庁
舎
は
吾
妻
に
置
き
、そ
の
後

総
合
支
所
を
各
町
の
交
流
拠
点
と
し
て
、整
備

充
実
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

柴
田
議
員　
今
回
、野
田
総
理
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

に
意
欲
的
だ
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
は一切
の
関
税
の
撤
廃
で

あ
り
保
護
制
度
の
解
放
で
あ
る
。参
加
と
な
れ

ば
農
林
水
産
業
に
留
ま
ら
ず
医
療
や
保
険
、建

設
業
を
含
め
地
域
経
済
は
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
、大
変
革
の
事
態
に
な
る
と
思
う
。市
長

の
見
解
は
。

奥
村
市
長　
非
常
に
大
き
な
問
題
だ
と
思
って

い
る
。参
加
し
た
場
合
の
影
響
が
全
く
説
明
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、分
析
し
て
再
度
考
え
た
い
。

小
田
議
員　
四
月
の
千
々
石
第
二
小
学
校
の
入

学
式
で
新
入
生
が
１
名
だ
っ
た
こ
と
に
大
変
驚

い
た
。小
学
校
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

奥
村
市
長　
人
口
減
少
の
時
代
に
あ
って
教
育

的
に
大
き
な
課
題
と
考
え
る
。

山
野
教
育
次
長　

当
初
３
名
の
入
学
予
定
で

あ
っ
た
が
保
護
者
よ
り
指
定
校
変
更
の
申
請
が

あ
り
、千
々
石
第
一
小
学
校
に
２
名
第
二
小
学

校
に
１
名
入
学
し
た
。

小
田
議
員　

複
式
学
級
主
体
の
小
規
模
校
は

学
習
面
の
傾
向
は
ど
う
か
。

山
野
教
育
次
長　

小
学
校
の
６
年
生
で
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。複
式

学
級
と
普
通
学
級
で
学
習
し
て
い
る
子
ど
も
に

有
意
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

小
田
議
員　

小
学
校
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
、交
流
の
中
心
で
あ
る
。子
ど
も
た
ち
の
声

が
聞
こ
え
な
い
の
は
寂
し
く
、活
力
も
な
く
な

り
過
疎
が
益
々
進
む
。小
学
校
の
存
続
に
市
や

地
域
の
皆
さ
ん
も
知
恵
を
絞
る
の
が
大
切
。市

内
の
20
小
学
校
の
内
、複
式
学
級
の
８
小
学
校

の
周
囲
に
市
営
住
宅
を
順
次
、建
設
し
、市
外

か
ら
幼
児
や
小
学
生
の
い
る
世
帯
を
公
募
し
て

家
賃
を
無
料
に
す
る
。市
長
の
見
解
は
。

奥
村
市
長　

市
民
か
ら
文
句
は
で
な
い
か
、意

見
と
し
て
聞
い
て
お
く
。

小
田
議
員　
霧
島
市
と
の
観
光
姉
妹
都
市
盟

約
締
結
か
ら
５
年
、小
浜
町
時
代
の
締
結
か
ら

は
40
年
以
上
経
過
し
て
い
る
が
、市
民
に
定
着

し
て
い
な
い
。市
民
が
雲
仙
へ
、霧
島
市
へ
行
け

ば
何
か
い
い
こ
と
が
あ
る
。行
き
た
い
気
持
ち
を

も
た
せ
る
。エ
タ
リ
や
こ
ぶ
高
菜
を
サ
ー
ビ
ス
す

る
と
か
。

奥
村
市
長　
非
常
に
い
い
考
え
で
先
方
と
話
し

た
い
。

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
長　

本
当
に
す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
う
。霧

島
市
と
の
事
業
計
画
に
提
案
し
た
い
。　

本
庁
舎
建
設
と

　
　
総
合
支
所
の
整
備
は

小
学
校
の
入
学
式

　
　
　
一
年
生
が
ひ
と
り

市
営
住
宅
の
建
設

　
　
　
家
賃
は
無
料

霧
島
温
泉
に

　
　
　
行
っ
て
み
よ
う

しばた　　　やすのぶ　　
愛野町　

柴田　安宣議員

おだ　　　　こうめい　　
国見町　

小田　孝明議員

T
P
P
に
つ
い
て
の
見
解
は



浦
川
議
員　
住
民
説
明
会
及
び
地
域
審
議
会

報
告
書
を
受
け
、市
民
の
意
思
の
判
断
は
。

奥
村
市
長　

確
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
中

に
は
、賛
成・反
対
が
あ
っ
た
が
総
合
的
に
判
断

し
て
、庁
舎
整
備
の
方
向
性
を
堅
持
す
る
と
決

断
し
た
。

浦
川
議
員　
市
長
は
合
併
協
定
を
尊
重
さ
れ

た
上
で
、新
市
の
首
長・議
会
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
た
庁
舎
整
備
の
方
向
性
を
雲
仙
市
の
行
財

政
運
営
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
総
合

的
に
判
断
し
決
断
さ
れ
た
。こ
の
こ
と
は
市
民

に
も
十
分
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
と
判
断
す

る
。本
庁
舎
の
整
備
工
程
及
び
総
合
支
所
庁
舎

の
整
備
構
想
は
。

岸
川
政
策
企
画
課
長　
本
庁
舎
の
整
備
工
程

は
、平
成
24
年
度
整
備
計
画
策
定
、25
年
度
工

事
設
計
、26
年
度
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い

る
。総
合
支
所
庁
舎
は
本
庁
舎
と
合
わ
せ
て
整

備
計
画
を
策
定
予
定
。

浦
川
議
員　

第
３
者
委
員
会
の
意
見
書
で
再

発
防
止
及
び
法
令
遵
守
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、市
と
し
て
の
対
応
は
。

畑
中
総
務
部
長　

繰
越
制
度
の
理
解
不
足
や

研
修
会
の
指
摘
に
対
し
て
は
、本
事
件
後
７
回

に
分
け
、職
員
に
対
す
る
補
助
金
等
事
務
の
説

明
会
を
開
催
。ま
た
不
祥
事
を
テ
ー
マ
と
し
た

法
令
遵
守
研
修
会
を
８
月
と
10
月
に
開
催
し

徹
底
を
図
っ
た
。今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
て

い
く
予
定
。

浦
川
議
員　

長
崎・上
海
航
路
が
復
活
し
、今

後
定
期
航
路
と
し
て
計
画
が
さ
れ
て
い
る
が
雲

仙
市
と
し
て
の
受
入
準
備
は
万
全
か
。

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
長　

行
政
と
民
間
企
業
並
び
に
民
間
団
体
と
の
連

携
で
、長
崎
上
海
旅
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

し
、情
報
の
共
有
化
を
初
め
、県
及
び
各
市
町

と
同
一歩
調
で
受
け
入
れ
態
勢
や
誘
客
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

浦
川
議
員　

上
海
航
路
事
業
は
雲
仙
市
の
観

光
振
興
に
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、長
崎
港
か

ら
の
誘
客
バ
ス
の
運
行
や
集
客
の
特
典
セ
ッ
ト

等
多
く
の
事
業
創
設
が
必
要
で
あ
る
。

福
田
議
員　
観
光
振
興
に
対
し
市
は
、ど
の
様

に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

奥
村
市
長　
こ
の
６
年
間
、一
貫
し
て
観
光
産

業
は
本
市
の
基
幹
産
業
の一つ
と
位
置
づ
け
数

多
く
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。観
光
客
を

増
や
す
に
は
、今
す
ぐ
打
つ
べ
き
全
て
の
手
は

打
って
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。観
光
施
策
が
全
て

満
足
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
各
施
策
と
も

そ
れ
な
り
の
効
果
は
出
て
い
る
と
思
う
。

福
田
議
員
上
海
航
路
を
利
用
し
た
対
策
は
。

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
長　

中
国
か
ら
日
本
に
来
て
い
る
観
光
客
は
約
１
１

０
万
人
ぐ
ら
い
だ
が
、ほ
と
ん
ど
が
団
体
客
で
、

旅
行
会
社
が
作
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に
乗
れ

な
い
と
い
け
な
い
。し
か
も
、想
像
以
上
に
価
格

が
厳
し
く
、貸
切
バ
ス
１
日
４
万
円
、１
泊
３
食

で
５
千
円
ぐ
ら
い
だ
。観
光
業
者
が
受
け
入
れ

る
こ
と
が
出
来
る
か
疑
問
視
し
て
い
る
。

福
田
議
員　
「
雲
仙
プ
ラ
ン
１
０
０
」を
ど
の
様

に
認
識
し
て
い
る
か
。

中
山
本
部
長　
雲
仙
は
、２
０
３
４
年
国
立
公

園
指
定
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
が
、雲
仙
温
泉

の
地
域
活
性
化
と
地
域
の
再
生
、国
立
公
園
の

再
生
、ひ
い
て
は
島
原
半
島
全
体
を
活
性
化
さ

せ
よ
う
と
い
う
目
的
で
地
元
若
者
を
中
心
に

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
メ
ン
バ
ー
が
組
織
さ
れ
、官
民

一体
と
な
っ
た
再
生
プ
ロ
ジェク
ト
と
理
解
し
て
い

る
。

福
田
議
員　
環
境
省
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
主
体
と
な

り
推
進
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、本
市
と
し

て
の
支
援
対
策
は
。

中
山
本
部
長　
市
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、策
定
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
市

長
も
入
っ
て
お
り
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は

市
の
職
員
も
入
っ
て
い
る
。予
算
に
関
し
て
は
、

ま
だ
具
体
的
な
事
業
等
が
見
え
て
い
な
い
。当

然
、今
後
市
が
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、そ
の
と
き
に
具
体
的
に
検
討
し

た
い
。

福
田
議
員　

平
成
24
年
度
の
宿
泊
者
数
の
見

込
み
は
。

中
山
本
部
長　
日
帰
り
が
２
８
０
万
人
、宿
泊

数
が
１
２
０
万
人
、合
計
４
０
０
万
人
を
目
標

と
し
て
い
る
。

福
田
議
員　

各
自
治
体
が
、「
観
光
振
興
条

例
」を
制
定
し
て
い
る
が
、本
市
の
取
り
組
み

は
。

中
山
本
部
長　
雲
仙
市
の
観
光
振
興
条
例
制

定
に
つ
い
て
は
、観
光
市
で
あ
る
の
で
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
、現
段
階
に
お
い
て
は
ま
ず
市
民

の
観
光
に
対
す
る
理
解
度
を
上
げ
る
こ
と
が
先

決
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

17 雲仙市議会だより●第28号（平成24年２月）

ふくだ　　　だいとう　
小浜町　

福田　大東議員

観
光
振
興
と
今
後
の
対
策
は

うらかわ　　　やすじ　　
吾妻町　

浦川　康二議員

庁
舎
整
備
の
決
断
と

　
　
　
　
　
整
備
工
程
は

長
崎
上
海
航
路
で
観
光
振
興
を

損
害
賠
償
事
案
の

　
　
　
　
再
発
防
止
策
は
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議会活性化特別委員会を設置しました

◆議会用語解説◆
○特別多数議決
　地方公共団体の議会の議事は、出席議員の過半数で決するのが原則であるが、法律に特別
　な定めがある場合は、過半数議決が適用されず、賛成議員の割合が加重される。特別多数
　議決を要する議事は、個別的に法律に規定されているが、これらの議事は、議員及び長等
　の身分の喪失に関わるものや、住民の利害に重大な意味を有するものであるために、議決
　要件を厳格にし、慎重な意思決定を期待しているものである。またこの場合は、そもそも可
　否同数という事態が考えられないので、議長は採決権を有せず、表決権をもち、出席議員
　数の中に含まれるものである。
　今定例会では、法律の特別な定めにより、議案第６１号「雲仙市の事務所の位置を定める条
　例の一部を改正する条例」で出席議員の３分の２以上の同意が必要となり、これが適用され
　た。
○議長の採決権
　出席議員の過半数により決する事件について、可否同数の場合に、議長が決することがで
　きるとする権限のことをいう。
○表決
　議会の意思決定に個々の議員が参加するための手段で、議題に対して賛成、反対の意思表
　示をすることをいう。

　
平
成
23
年
12
月
21
日
の

本
会
議
に
お
い
て
、議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、左
記
の
14
名
が
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、議
員
定
数
を
は

じ
め
、議
会
活
性
化
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
に
つい

て
、調
査
・
研
究
を
行
な
い

ま
す
。委 員 長 　大久保正美

副委員長　平野　利和
委　　員　中村　一明
委　　員　中村　　勲
委　　員　町田　　誠
委　　員　福田　大東
委　　員　岩下　　勝
委　　員　前川　　治
委　　員　松尾　文昭
委　　員　町田　康則
委　　員　上田　　篤
委　　員　浦川　康二
委　　員　酒井　恭二
委　　員　坂本　弘樹　

【議会活性化特別委員会】
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新春雲仙市中学生議会新春雲仙市中学生議会新春雲仙市中学生議会
　平成２４年１月１４日（土）に雲仙市役所議場において、「新春雲仙市中学生議会」が開催されました。雲仙市が誕生して
初めての試みで、市内中学校から各３名ずつ議員が選出され、議長は国見中学校の植木龍三郎君が務めました。一般質
問では中学生らしい夢のある内容や、日々 の生活で感じていることなどについて質問が行われました。

【一般質問通告内容】
　○千々石中学校（浜田真奈津議員、田中里奈議員、冨永雄太議員）
　　 １．学校の整備について
　　 ２．花いっぱい運動について
　○南串中学校（中村　葵議員、杉山真理奈議員、竹下育美議員）　　 　　　　一般質問を行う中学生議員
　　 １．雲仙市にある観光地のＰＲについて
　　 ２．雲仙市へ人を集める方法について
　○吾妻中学校（豊田　翔議員、中山涼太議員、林田秋来議員）
　　 １．若い人達の流出について
　○北串中学校（川上祐佳議員、笹田真由議員、永江祥大議員）
　　 １．市長の仕事について
　　 ２．税金の使われ方について
　○小浜中学校（宅島佳祐議員、宮嵜　彩議員、西川　絢議員）
　　 １．地震対策について
　　 ２．津波対策について
　○瑞穂中学校（大場大生議員、中峯　栞議員、古川詩音議員）
　　 １．安心・安全な通学路について
　　 ２．入学式・卒業式の市長出席について
　○国見中学校（中田里穂議員、吉田彩夏議員、松尾彩音議員）
　　 １． 社会体育施設の充実について
　　 ２．公共（交通）マナーの充実について
　○愛野中学校（松永裕太郎議員、津田可奈子議員、佐藤夏南議員） 　　  
　　 １．大型ショッピングモールの建設について
　　 ２．愛野町への文化ホール・図書館の設置について

　　　中学生議会を終えて　～議員の感想～
Q.　質問内容は自分で考えましたか？
A.　参加した３人で考えました。
A.　クラスのみんなで考えたり、先生に相談しました。
Q.　たくさんの人の前で話すのは緊張しましたか？
A.　思ったより緊張しませんでした。
A.　全然緊張しなくて、楽しかったです。
Q.　うまく質問はできましたか？
A.　上手にできたと思います。
Q.　市長に会ってみて印象はどうでしたか？
A.　大きいなと思いました。
A.　最初ちょっと恐そうかなと思ったけど、優しかったです。
Q.　市長の答弁はわかりやすかったですか？
A.　とてもわかりやすかったです。

Q.　議長をやってみてどうでしたか？
A.　緊張したけど、中学生の代表として議長席に座れた
　ことがとても嬉しかった。市長や市役所の皆さんに会え
　て良かったです。

植木龍三郎議長

一般質問を行う中学生議員
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平成24年第１回雲仙市議会
定例会会期予定

会期２月23日（木）～３月19日（月）（26日間）

28

24

２

1

28

２月23日

３月　1日

３月　7日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

2日

3日

4日

5日

6日

8日

9日

12日

11日

10日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

議案質疑、委員会付託

議会運営委員会

委員長報告
質疑・討論・採決
閉会

委員会予備日

委員会予備日

※この日程は予定であり、市政一般質問者数などにより変わることもあります。

木

金

月

月

火

火

水

木

金

土

土

日

日

水

木

木

金

金

月

月

火

水

土

土

日

日

議案調査日（全員協議会）

開会・議長報告・市長施政
方針・議案上程・提案理由
説明

委
員
長
　
　
上
田
　
　
篤

副
委
員
長
　
浦
川
　
康
二

委
員
　
　
　
中
村
　
一 

明

　
　
　
　
　
岩
下
　
　
勝

　
　
　
　
　
町
田
　
康
則

　
　
　
　
　
平
野
　
利
和

　
　
　
　
　
酒
井
　
恭
二

　
　
　
　
　
坂
本
　
弘
樹

　
　
　
　
　
林
田
　
哲
幸

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

付託案件審査
（産業建設常任委員会）

付託案件審査
（総務常任委員会）

付託案件審査
（総務常任委員会）

付託案件審査
（文教厚生常任委員会）

付託案件審査
（文教厚生常任委員会）

付託案件審査
（産業建設常任委員会）

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

休　会

休　会

休　会 休　会

休　会

休　会

休　会

14：00

14：00

　
我
が
国
の
地
方
自
治
体
は
、二
元
代
表
制
を
取
って
お

り
、市
の一翼
を
担
う
議
会
は
、執
行
機
関
と
は
独
立・対

等
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。重
要
な
機
能
と
し
て
、地
方
自

治
体
の
基
本
事
項
を
決
定（
議
決
）す
る
団
体
意
思
の

決
定
機
能
と
、執
行
機
関
を
監
視・評
価
す
る
機
能
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。住
民
の
直
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
長

と
議
会
は
両
者
と
も
住
民
を
代
表
す
る
機
関
で
あ
る
が

長
の
独
任
制
に
対
し
て
、議
会
は
複
数
の
代
表
で
構
成

さ
れ
た
合
議
制
の
機
関
で
あ
り
、審
議
の
場
で
は
多
様

な
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、審
議
の
過
程
に
様
々
な

意
見
を
出
し
合
い
、課
題
や
論
点
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
合
意
形
成
し
、政
策
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。雲
仙
市
議
会
で
は
12
月
定
例
会
で
議

会
活
性
化
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。議
会
は
抱
え

る
課
題
に
取
組
み
、議
会
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
浦
川
康
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	議会だより02P
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